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●歳入
区分 予算現額 上半期（4/1～9/30）

収入済額 収入率(%)
市 税 55億3,675万円 35億0,155万円 63.2
分担金・負担金など（※１） 5億1,239万円 2億3,135万円 45.2
繰 越 金・ 繰 入 金 17億4,933万円 12億2,994万円 70.3
諸 収 入 7億3,576万円 2億3,157万円 31.5
地 方 交 付 税 65億3,079万円 46億1,310万円 70.6
国庫支出金・県支出金 36億2,781万円 9億5,780万円 26.4
市 債 22億9,230万円 0万円 0.0
そ　　の　　他� （※２） 13億2,100万円 6億7,083万円 50.8

歳入合計 223億0,613万円 114億3,614万円 51.3
※１：分担金、負担金、使用料、手数料、財産収入、寄附金
※２：地方譲与税、地方消費税交付金、ゴルフ場利用税交付金、自動車取得税交付金　など

●歳出
区分 予算現額 上半期（4/1～9/30）

支出済額 執行率(%)
議 会 費 2億2,436万円 1億1,203万円 49.9
総 務 費 28億9,707万円 12億3,350万円 42.6
民 生 費 67億5,286万円 28億1,380万円 41.7
衛 生 費 18億7,422万円 8億2,244万円 43.9
農 林 水 産 業 費 9億0,726万円 2億7,636万円 30.5
商 工 費 2億2,157万円 8,600万円 38.8
土 木 費 26億2,005万円 4億2,309万円 16.2
消 防 費 11億8,380万円 5億1,287万円 43.3
教 育 費 31億1,371万円 8億7,541万円 28.1
そ　　の　　他� （※３） 25億1,123万円 10億9,039万円 43.4

歳出合計 223億0,613万円 82億4,589万円 37.0
※３：公債費、災害復旧費、諸支出金、予備費

区分 山武市の比率 早期健全化基準 財政再生基準
実 質 赤 字 比 率�（※４） － 12.85 20.00
連 結 実 質 赤 字 比 率�（※５） － 17.85 30.00
実 質 公 債 費 比 率�（※６） 9.3 25.0 35.0
将 来 負 担 比 率�（※７） － 350.0
◎�実質赤字比率と連結実質比率は赤字がないため、将来負担比率は算出値がマイナスのた
め「－」で表示しています。

※4　普通会計の赤字から財政運営の深刻度をみる比率
※5　すべての会計の赤字から財政運営の深刻度をみる比率
※6　借金の返済額等の大きさから資金繰りの危険度をみる比率
※7　市が抱える負債の残高から将来財政への圧迫度をみる比率

会計名 山武市の比率 経営健全化基準
水 道 事 業 会 計 － 20.0
農業集落排水特別事業会計 － 20.0
◎いずれの会計も資金不足が生じていないため、「－」で表示しています。

※8　企業会計の資金不足割合から経営状況の深刻度をみる比率

【特別会計】
特別会計名 予算現額 上半期（4/1～9/30）

収入済額 収入率(%) 収入済額 執行率(%)
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計（ 事 業 勘 定 ） 70億9,583万円 32億0,623万円 45.2 25億7,236万円 36.3
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計（ 直 営 診 療 施 設 勘 定 ） 1億3,930万円 6,218万円 44.6 5,216万円 37.4
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 5億6,910万円 1億7,182万円 30.2 1億0,515万円 18.5
介 護 保 険 特 別 会 計 46億3,000万円 23億8,258万円 51.5 18億9,990万円 41.0
組 合 立 国 保 成 東 病 院 事 業 清 算 事 務 特 別 会 計 2億1,070万円 1億1,943万円 56.7 6,535万円 31.0
地方独立行政法人さんむ医療センター公債管理特別会計 1億2,340万円 3,665万円 29.7 3,665万円 29.7
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 2億7,676万円 1億1,842万円 42.8 1億2,303万円 44.5

市民の皆さんに市の財政状況をご理解いただくために、平成30年度上半期（4月～9月末）における予算の執行状
況と平成29年度決算に係る財政健全化判断比率等をお知らせします。
１．平成３０年度上半期予算の執行状況
【一般会計】
平成30年度一般会計予算は当初予算額212億1,800万円から平成30年9月までに2億3,257万円の増額補

正を行い、214億5,057万円となりました。なお、前年度繰越額8億5,556万円を含めた総額で223億613万円と
なりました。
上半期における歳入の収入済額は114億3,614万円で収入率は51.3％、歳出の支出済額は82億4,589万円で執
行率は37.0％となっています。

２．平成２９年度決算に係る財政健全化判断比率�および�資金不足比率
【財政健全化判断比率】
山武市の財政状況は健全段階にあります。全ての指標

で国の定める基準を下回っており、良好な状態にあります。

【資金不足比率（※８）】
山武市は全ての公営企業で資金不足はなく、財政の健
全性を保っています。

市の財政状況について

T　財政課　☎0475（80）1121

（単位：％） （単位：％）



採用者数（派遣含む）

退職者数（派遣含む）

人　数

28

26

平均年齢（歳）
  平均給与

月額（円） 給 料（円）諸手当（円）

第１　職員の任免および職員数の状況
採用・退職者数について（平成29 年度）

第２　職員の給与の状況　
1  一般行政職員の平均給与月額など

平 成 3 0 年
４月１日現在
平 成 2 9 年
４月１日現在

41.09

42.02

373,007

379,561

321,010

327,468

51,997

52,093

研修場所 研 修 内 容

種　類 受益者数 内 容

第６　職員の研修の状況

開始時刻 終了時刻 休 憩

8：30 17：15 12：00 ～13：00

第３　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
勤務時間の状況（平成30 年 4 月1日現在）

降 任

0
免 職

0
休 職

8
降 給

0

第４　職員の分限および懲戒処分の状況
1  職員の分限処分の状況（平成 29 年度） （人）

（人）

（件）

（件）

戒 告

0
減 給

0
停 職

0
免 職

0

2  職員の懲戒処分の状況（平成 29年度） （人）

平均使用日数（日）

9.2
消 化 率（％）

25.8

第５　職員の服務の状況
1  年次休暇の状況（平成 29 年度）

平均年齢（歳）
  平均給与

月額（円） 給 料（円）諸手当（円）

2  技能労務職員の平均給与月額など

平 成 3 0 年
４月１日現在

結 核 検 診
生活習慣病予防検査
職員厚生会補助金

270
271
458

胸部X線撮影
問診、血圧、血液、尿、心電図検査等（人間ドック受診者除く）
山武市職員厚生会へ補助金　1,374千円

平 成 2 9 年
４月１日現在

57.10

57.08

322,262

307,628

296,575

291,367

25,687

16,261

育児休業
取得者数

部分休業
取得者数うち両休業取得者数

2  育児休業および部分休業の状況（平成 29 年度）

0

12

0

1

0

3

男性職員

女性職員

千 葉 県
自 治 研 修
セ ン タ ー

山 武 郡 市
広域行政組合

市町村アカデミー

市 役 所 内
講 演 会

市役所内研修

管理職能力開発コース

能 力 開 発コース

基礎能力開発コース

実 務 遂 行 能 力
開 発 コ ー ス

課長研修、係長研修、ハラスメント防止研修

ファシリテーション研修、データ活用向上研
修、まちづくり研修

人事評価制度の運用

新規採用職員研修、初級職員研修、中級職員基礎研修、中級
職員応用研修、中堅職員基礎研修、中堅職員応用研修、管理
職研修、行政不服審査法研修

新規採用職員研修、自衛隊生活体験研修、ビジネスマナー研
修
困難を乗り越えて強く生きる、東日本大震災の対応とこれ
までの取り組み、俳句の楽しみ、山武市のエコノミックガー
デニング、職場のメンタルヘルス、税を考える習慣～きちん
と納めよう、きちんと使おう～、骨粗しょう症について、EG
さんむ成果発表会、凡人がオリンピックメダリストになる
ための大逆転思考術、モチベーションと目標設定、国際人に
なるための条件

簿記研修、農政研修、税務事務研修、個人
住民税研修、固定資産税研修、固定資産税
評価（土地）研修、徴収事務研修、債権管
理・回収（基礎）研修、債権管理・回収（応用）
研修、戸籍事務研修、行政広報研修、公会
計研修、財務事務研修、契約事務研修

タイムマネジメント研修、ロジカルライ
ティング研修、クレーム対応（組織編）研
修、メンタルヘルス研修、モチベーショ
ンアップ研修、コンプライアンス研修

職員の勤務能率の向上および増進を目的に、千葉県自治
研修センター、市町村アカデミー、および山武郡市広域
行政組合等において研修を実施。

第７　職員の福祉および利益の保護の状況
1  福利厚生（平成 29 年度実績）

第８　公平委員会における業務の状況
1  勤務条件に関する措置の要求（平成 29 年度）

加入団体名 対象件数 内 容
地方公務員災害補償基金等 ―0

措置要求件数 措置の要求内容
0 ―

（件）2  不利益処分に関する不服申立て（平成 29 年度）
不服申立て件数 不服申立ての内容

0 ―

2  公務災害補償（平成 29 年度実績）

　地方公務員法第58条の２の規定により、平成29年度における
　　　　　　　　　　　　　　　　山武市人事行政の運営等の状況を公表します。

平成 29年度　山武市人事行政の運営等の状況平成 29年度　山武市人事行政の運営等の状況

T　総務課　☎0475（80）1117
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行政からの
お知らせ

information

平成29年度　山武市人事行政の運営等の状況
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象
者

　
乳
が
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診
＝
30
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以
上
の
女
性

　
子
宮
が
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診
＝
20
歳
以
上
の
女
性

※
対
象
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時

点
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ま
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で
き
ま
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申�

込
方
法　
健
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支
援
課
へ
電
話
ま
た

は
来
所
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
受
診
券
を
発
行
し
ま
す
。

申
込
期
限　
平
成
31
年
２
月
28
日
㈭

※
受
診
可
能
な
医
療
機
関
、
診
察
日
等

に
つ
い
て
は
健
康
支
援
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
割
引
ク
ー
ポ
ン
券
を
お
持
ち
の
方

は
、
使
用
有
効
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限
が
平
成
31
年
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28
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ま
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さ
い
。
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日
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日
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Ｈ
Ｉ

Ｖ
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さ
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て
い
ま
す
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
は
、
早
期
の
把
握
お
よ

び
治
療
の
開
始
・
継
続
に
よ
り
エ
イ
ズ

の
発
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、
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て
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な
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人
と
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じ
く
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い
健
康
的
な
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会
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活

を
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る
こ
と
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待
で
き
ま
す
。

保
健
所
で
は
、
無
料
・
匿
名
・
予
約

制
で
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
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ア
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毒
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（
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型
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Ｃ
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ウ
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Ｈ
Ｂ
Ｖ
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検
査

も
同
時
に
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。
実

施
日
等
は
お
問
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合
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せ
く
だ
さ
い
。

T　
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祉
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武
保
健
所
）

�
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０
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７
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４
）０
６
１
１

７～８月に実施した特定健康診査を受診できなかった方 ( 山
武市国民健康保険・後期高齢者医療制度加入者）を対象に未受
診者健診を実施します。まだ、受診されていない方は、ぜひこの
機会に受診しましょう。
なお、当日は、被用者保険（社会保険）の被扶養者を対象とし
た特定健康診査集団健診が併せて行われます。

※胸部エックス線検査、各種がん検診等は行いません。
※妊産婦、海外在住、（介護等）施設入所中、長期入院等の方は、特定健康診査の対象外となります。
※被用者保険（社会保険）とは、政府管掌保険・健康保険組合・各種共済組合等です。
※�集団健診で受けられない場合は、個別健診を受けることができます。詳しくは、各医療保険者
へお問い合わせください。

※�被用者保険（社会保険）被扶養者健診は12月17日㈪午前9時30分～ 11時30分、午後1～
2時も実施されます。

今年も残りあとわずか。健康増進室で一緒
に体を動かしませんか？
★オープニングキャンペーン価格（平成31年3月末まで）

市内 割引 通常
一般 １回券 320 400

定期券 2400 3000
65歳以上 １回券 240 300

定期券 1600 2000
市外 割引 通常

一般 １回券 480 600
定期券 4000 5000

65歳以上 １回券 400 500
定期券 3200 4000

※�新規会員様に安全にトレーニングしていただける
よう、初心者ガイダンスを必ず受講して頂きます。
　�（初心者ガイダンス：午前９時15分～、午後２時
～、午後７時～月曜休館）
　�ヨガ、バランスボールストレッチ（無料）、カラダコ
ンディショニング（有料）などの各種プログラムも
実施しています。

特定健康診査（集団健診）のお知らせ 蓮沼交流センター５F
� 健康増進室からのお知らせ

T　蓮沼交流センター健康増進室
� 　☎0475（86）3811

　健
康・福
祉

未受診者健診 被用者保険（社会保険）被扶養者健診

対象者 ・40歳以上の国民健康保険被保険者
・後期高齢者医療制度被保険者

・�被用者保険（社会保険）の被扶養者で
40～74歳の方　（国民健康保険加入
者を除きます）

健診内容 問診、計測（身長・体重・腹囲）、医師診察、血圧測定、血液検査、尿検査、詳細項目（該当者のみ実施）※後期高齢者医療制度の方は、腹囲測定は行いません。

費用 無料 加入している医療保険者によって異なり
ます。（受診券を確認してください。）

持参する
もの

・健康保険証（国保・後期高齢）
・特定健康診査受診票�
　（市から送付されているもの）
・採尿した採尿器��
　（採尿器は、受診票と一緒に送付）

・被保険者証
・特定健康診査受診券�
　�（加入している医療保険者が発行したも
の）

・費用（自己負担額）

問合せ先 国保年金課　☎0475（80）1143
一般社団法人千葉衛生福祉協会�
千葉診療所健康管理部�
☎043（224）2016

健診日 受付時間 健診会場

12月18日（火） 午前9：30～午前11：30 成東保健福祉センター
（山武市役所庁舎となり）
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〈設置場所〉

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
差
額
通
知

書
を
郵
送
し
ま
す

市
で
は
、
医
療
費
の
自
己
負
担
額
軽

減
と
医
療
保
険
財
政
の
健
全
化
を
目
的

と
し
て
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ

て
い
る
方
を
対
象
に
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
差
額
通
知
を
12
月
中
旬
に
送
付

し
ま
す
。
現
在
処
方
さ
れ
て
い
る
薬
を

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
る

こ
と
で
、
自
己
負
担
額
が
ど
れ
く
ら
い

安
く
な
る
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
方

８
月
に
薬
の
処
方
を
受
け
た
20
歳

以
上
65
歳
未
満
の
方
の
う
ち
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
る
こ
と
で

２
０
０
円
以
上
を
軽
減
で
き
る
方

T�　
国
保
年
金
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
４
３

医
療
費
通
知
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

医
療
機
関
で
受
診
さ
れ
た
国
民
健
康

保
険
の
被
保
険
者（
世
帯
主
宛
）に
医
療

費
通
知（
平
成
30
年
６
～
９
月
診
療
分
）

を
12
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
の
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

内
容
に
覚
え
が
な
い
場
合

医
療
費
通
知
を
確
認
し
、
記
載
さ
れ

て
い
る
医
療
機
関
等
で
診
療
を
受
け
て

い
な
い
、
日
数
・
回
数
が
多
い
な
ど
不

明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
手
元
の

領
収
書
等
を
ご
覧
に
な
り
医
療
機
関
に

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
窓
口
負
担
額
は
、
１
円
単
位
で
記
載

さ
れ
ま
す
が
、
実
際
に
支
払
わ
れ
た

額
は
10
円
未
満
を
四
捨
五
入
し
た
額

に
な
り
ま
す
。

医
療
費
控
除
へ
の
医
療
費
通
知
の
使
用

に
つ
い
て

医
療
費
通
知
は
、
医
療
費
控
除
申
告

の
申
告
手
続
き
で
医
療
費
の
明
細
書
と

し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
医

療
費
通
知
の
原
本
は
、
再
発
行
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
医
療
費
控
除
の
申
告
に
関

す
る
こ
と
は
、
税
務
署
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

T　
国
保
年
金
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
４
３

国
民
年
金
保
険
料
は
口
座
振
替
・
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
が
便
利
で
お
得
で
す

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、
口

座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
が

利
用
で
き
ま
す
。
口
座
振
替
は
、
当
月

分
保
険
料
を
当
月
末
に
振
替
納
付
す
る

こ
と
に
よ
り
、
月
々
50
円
割
引
さ
れ
る

「
早
割
制
度
」や
、
現
金
納
付
よ
り
も
割

引
額
が
多
い「
６
カ
月
前
納
」「
１
年
前

納
」「
２
年
前
納
」も
あ
り
お
得
で
す
。

口
座
振
替
を
希
望
す
る
方
は
、
納
付

書
ま
た
は
年
金
手
帳
、
通
帳
、
金
融
機

関
届
出
印
を
持
参
の
う
え
、
希
望
す
る

金
融
機
関
ま
た
は
年
金
事
務
所
へ
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
を
希
望
す

る
方
は
、
納
付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
持
参
の
う
え
、

年
金
事
務
所
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
カ
ー
ド
名
義
人
が
本
人
・
配

偶
者
以
外
の
場
合
に
は
、
カ
ー
ド
名
義

人
の
同
意
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

※
前
納
に
は
申
込
期
限
が
あ
り
ま
す
。

※
月
々
払
い
は
申
し
込
み
の
２
～
３
カ

月
後
に
開
始
さ
れ
ま
す
。
希
望
す
る

方
は
お
早
め
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

T　
千
葉
年
金
事
務
所

�

☎
０
４
３（
２
４
２
）６
３
２
０

山
武
市
山
武
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
開
設
の
お
知
ら
せ

山
武
地
域
に
新
し
く
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い

く
た
め
に
必
要
と
な
る
援
助
や
支
援
を

行
う
た
め
に
設
け
ら
れ
た
、
高
齢
者
の

た
め
の
総
合
相
談
窓
口
で
す
。
介
護
や

介
護
予
防
・
医
療
・
福
祉
な
ど
あ
ら
ゆ

る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

業
務
開
始　
12
月
3
日
㈪
～

業
務
時
間　
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分

利
用
で
き
る
方　
山
武
地
域
に
お
住
ま

い
の
方

山
武
市
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

〈
成
東
地
域
の
方
〉

山
武
市
成
東
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
〈
殿
台
２
９
６
番
地（
市
役
所
内
）〉

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）２
６
４
３

※
12
月
１
日
よ
り
名
称
が
変
更
に
な
り
ま
し
た

〈
松
尾
・
蓮
沼
地
域
の
方
〉

山
武
市
松
尾
蓮
沼
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー〈
松
尾
町
松
尾
32
番
地
１
〉

�

☎
０
４
７
９（
７
４
）３
３
６
６

〈
山
武
地
域
の
方
〉※
新
設

山
武
市
山
武
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
〈
埴
谷
１
９
０
４
番
地
３
〉

�

（
さ
ん
ぶ
の
森
中
央
会
館
内
）

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）８
０
２
２

★

 
さんぶの森中央会館
 

さんぶの森
武道館

山武地域包括
支援センター
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平
成
㉛
年
度
山
武
市
学
童
ク
ラ
ブ

の
利
用
申
し
込
み

学
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
対
象
と
な
る
児

童
は
、
小
学
校
に
就
学
し
て
い
る
児
童

で
保
護
者
お
よ
び
同
居
の
親
族
が
就
労

等
に
従
事
し
て
い
る
た
め
、
昼
間
家
庭

に
い
な
い
児
童
で
す
。

年
度
当
初
か
ら
通
年
で
利
用
を
希
望

さ
れ
る
場
合
の
申
請
方
法
等
は
次
の
と

お
り
で
す
。

申
請
書
類
の
配
付
・
提
出
期
間

　
12
月
３
日
㈪
～
26
日
㈬

申
請
書
類
の
配
付
・
提
出
場
所

�

子
育
て
支
援
課
ま
た
は
利
用
希
望
の

学
童
ク
ラ
ブ

学
童
ク
ラ
ブ
実
施
場
所

�

大
富
学
童
ク
ラ
ブ
／
南
郷
学
童
ク
ラ

ブ
／
鳴
浜
学
童
ク
ラ
ブ
／
緑
海
学
童

ク
ラ
ブ
／
日
向
学
童
ク
ラ
ブ
／
睦
岡

学
童
ク
ラ
ブ
／
山
武
西
学
童
ク
ラ
ブ

／
山
武
北
学
童
ク
ラ
ブ
／
蓮
沼
学
童

ク
ラ
ブ
／
成
東
学
童
ク
ラ
ブ
／
松
尾

学
童
ク
ラ
ブ
／
大
平
学
童
ク
ラ
ブ

※
成
東
・
松
尾
・
大
平
学
童
ク
ラ
ブ
は

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
て
い
る

た
め
、
申
請
書
類
の
配
付
場
所
お
よ

び
提
出
場
所
が
異
な
り
ま
す
。
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

松
尾
・
大
平
学
童
ク
ラ
ブ
の
申
し
込
み

申
請
書
類
の
配
付
・
提
出
期
間

　
12
月
３
日
㈪
～
26
日
㈬

申
請
書
類
の
配
付
・
提
出
場
所

�

松
尾
学
童
ク
ラ
ブ
ま
た
は
大
平
学
童

ク
ラ
ブ

T　
松
尾
学
童
ク
ラ
ブ

�

K

０
７
０（
３
９
５
３
）２
８
４
２

　
　
大
平
学
童
ク
ラ
ブ

�

☎
０
４
７
９（
８
０
）７
２
２
１

◆
成
東
学
童
ク
ラ
ブ

成
東
学
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
利
用
を
希

望
さ
れ
る
方
を
対
象
に
入
所
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。
申
請
書

類
は
説
明
会
当
日
に
配

付
し
ま
す
。

日　
時　
１
月
26
日
㈯

　
午
前
10
～
11
時

場　
所　
成
東
学
童
ク

ラ
ブ
居
室（
成
東
小

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
脇
）

T　
成
東
学
童
ク
ラ
ブ

�

K
０
９
０（
４
７
５
５
）８
１
６
４

※
学
童
ク
ラ
ブ
ご
と
に
定
員
が
あ
り
ま

す
。
定
員
を
超
え
る
場
合
、
待
機
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
各
学
童
ク
ラ
ブ
へ
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
午
後
２
時
30
分
～
６
時
の
間
に

お
願
い
し
ま
す
。

T　
子
育
て
支
援
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）２
６
３
１

山
武
市
中
小
企
業

�

運
営
資
金
利
子
補
給

市
で
は
、
中
小
企
業
の
振
興
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
利
子
補
給
を
行
っ
て
い

ま
す
。

資
金
の
種
類

・
千
葉
県
中
小
企
業
振
興
資
金

・
㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
国
民
生
活
事

業
の
事
業
資
金
融
資

・
㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
中
小
企
業
事

業
融
資

・
緊
急
保
証
制
度（
事
業
に
か
か
る
も

の
に
限
る
）

※
当
初
借
入
日
か
ら
１
年
以
内
に
返
済

期
限
の
到
来
す
る
資
金
を
除
く

利
子
補
給
要
件

・
平
成
18
年
３
月
27
日
以
降
に
右
記
資

金
の
借
入
を
し
た
中
小
企
業
者

・
市
内
で
、
引
き
続
き
１
年
以
上
事
業

を
営
ん
で
い
る
こ
と

・
市
税
の
完
納
者
で
あ
る
こ
と

利
子
補
給
率

　

年
利
子
支
払
額
の
㉚
％
以
内（
延
滞

利
子
を
除
く
）

利
子
補
給
の
限
度
額

　
１
事
業
所
に
対
し
て
㉚
万
円
以
内

利
子
補
給
対
象
期
間

　
平
成
30
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
の
期
間（
平
成
30
年
が
融
資
初

年
の
場
合
は
、
当
該
融
資
日
か
ら
）

た
だ
し
、
利
子
補
給
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
期
間
は
10
年
以
内

申
請
書
類

・
山
武
市
中
小
企
業

運
営
資
金
利
子
補

給
申
請
書

・
平
成
30
年
12
月
31

日
現
在
の
取
扱
金

融
機
関
の
発
行
す

る
借
入
残
高
証
明

書
・
借
入
金
の
返
済
予
定
表
ま
た
は
支
払

明
細
書
写
し

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
の
証
明

（
証
明
願
）

・
補
給
金
振
込
み
先
預
金
通
帳
の
写
し

（
名
義
・
口
座
番
号
等
確
認
用
）

・
年
の
途
中
で
全
額
返
済
に
な
っ
た
借

入
金
に
つ
い
て
は
、
融
資
計
算
書
お

よ
び
当
初
金
銭
消
費
貸
借
契
約
証
書

の
写
し

※
申
請
は
年
１
回
と
し
、
申
請
書
は
、

山
武
市
商
工
会
で
配
布
。
商
工
会
員

は
、別
途
商
工
会
か
ら
郵
送
し
ま
す
。

申
込
期
限　
平
成
31
年
１
月
31
日
㈭

S�

・
T　
山
武
市
商
工
会

�

☎
０
４
７
９（
８
６
）５
１
４
７

T　
わ
が
ま
ち
活
性
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
２
０
１

育
教・
て
育
子

産
　
業



10広報さんむ
2018.12月

行政からの
お知らせ

information

椎
茸
原
木
お
よ
び
種
駒
の
斡
旋

千
葉
県
森
林
組
合
北
総
事
業
所
で

は
、
椎
茸
原
木
お
よ
び
種
駒
の
斡
旋
を

し
て
い
ま
す
。
購
入
希
望
の
方
は
、
左

記
連
絡
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
椎
茸
原
木
の
購
入
希
望
の
方

T　
農
林
水
産
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
２
１
３

◆
種
駒
の
購
入
希
望
の
方

T　
千
葉
県
森
林
組
合
北
総
事
業
所

�

☎
０
４
７
５（
５
５
）９
４
７
４

申
込
期
限　
平
成
31
年
１
月
11
日
㈮

引
渡
方
法　
千
葉
県
森
林
組
合
北
総
事

業
所
で
の
受
取
り
と
な
り
ま
す
。

単
価（
税
込
）

　
椎
茸
原
木�

４
３
０
円

　

�

椎
茸
種
駒
・
な
め
こ
種
駒　
（
各
千

個
入
り
）�

各
３
６
７
２
円

「
さ
ん
む
ド
リ
ー
ム
創
業
塾
」

�

～
第
５
期
生
募
集
～

「
事
業
を
や
っ
て
み
た
い
」「
先
代
の

事
業
を
後
継
す
る
」方
の
た
め
に
今
年

も
創
業
塾
を
行
い
ま
す
。
創
業
・
起
業

し
た
い
方
・
興
味
の
あ
る
方
、
女
性
・

シ
ニ
ア
・
学
生
な
ど
幅
広
く
ご
参
加
く

だ
さ
い（
１
月
13
日
㈰
の
基
調
講
演
は

ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
）。

�

場　
所　
山
武
市
商
工
会

�

（
松
尾
町
松
尾
１
８
３
︱
４
）

参
加
費　
無
料　
　

定　
員　
20
人（
基
調
講
演
は
50
人
）

主　
催　
山
武
市
商
工
会

協　
力　
山
武
市

申
込
方
法　
お
電
話
に
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
１
月
11
日
㈮

S�

・
T　
山
武
市
商
工
会

�

☎
０
４
７
９（
８
６
）５
１
４
７

ご
存
じ
で
す
か
？
労
働
委
員
会

�

個
別
的
労
使
紛
争
の
あ
っ
せ
ん

千
葉
県
労
働
委
員
会
で
は
、
個
々
の

労
働
者
と
使
用
者
の
間
で
生
じ
た
解

雇
・
パ
ワ
ハ
ラ
・
労
働
条
件
の
不
利
益

変
更
な
ど
の
労
使
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
に

つ
い
て
、
労
働
委
員
会
の
委
員
が
間
に

入
っ
て
、
双
方
の
歩
み
寄
り
に
よ
る
円

満
な
解
決
を
目
指
す「
個
別
的
労
使
紛

争
の
あ
っ
せ
ん
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

あ
っ
せ
ん
は
無
料
で
、
労
働
者
、
使

用
者
ど
ち
ら
か
ら
で
も
申
請
で
き
ま

す
。
あ
っ
せ
ん
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

S�

・
T　
千
葉
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
（
千
葉
県
庁
南
庁
舎
７
階
）

�

☎
０
４
３（
２
２
３
）３
７
３
５

避
難
場
所
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

市
で
は
災
害
時
に
備
え
て
、
小
中
学

校
や
公
共
施
設
を
避
難
所
に
指
定
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
民
間
の
ホ
テ
ル
等
を

津
波
避
難
ビ
ル
と
し
て
利
用
で
き
る
よ

う
に
災
害
時
応
援
協
定
を
結
ん
で
い
ま

す
。
日
ご
ろ
か
ら
避
難
場
所
の
位
置
を

確
認
し
て
、
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に

備
え
ま
し
ょ
う
。

◆
市
内
の
避
難
場
所

成
東
小
学
校
・
大
富
小
学
校
・
南
郷
小

学
校
・
鳴
浜
小
学
校
・
緑
海
小
学
校
・
成

東
中
学
校
・
成
東
東
中
学
校
・
成
東
総
合

運
動
公
園
・
睦
岡
小
学
校
・
日
向
小
学

校
・
山
武
北
小
学
校
・
山
武
西
小
学
校
・

山
武
中
学
校
・
山
武
南
中
学
校
・
さ
ん
ぶ

の
森
中
央
会
館
・
さ
ん
ぶ
の
森
公
園
・

蓮
沼
小
学
校
・
蓮
沼
中
学
校
・
蓮
沼
保

健
セ
ン
タ
ー
・
蓮
沼
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
・

松
尾
小
学
校
・
豊
岡
小
学
校
・
大
平
小
学

校
・
松
尾
中
学
校
・
松
尾
運
動
公
園
・

松
尾
ふ
れ
あ
い
館
・
成
東
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
・
白
幡
体
育
館
・
さ
ん
ぶ
の
森
文

化
ホ
ー
ル
・
松
尾
Ｉ
Ｔ
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
・
千
葉
県
立
成
東
高
等
学
校
・
千
葉

県
立
松
尾
高
等
学
校

◆
津
波
避
難
ビ
ル
※

蓮
沼
交
流
セ
ン
タ
ー
・

蓮
沼
ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
マ

リ
ー
ノ
・
ホ
テ
ル
浪
川
荘
・

ホ
テ
ル
サ
ン
ク
・
有
料
老
人
ホ
ー
ム
エ
ク
セ

ル
シ
オ
ー
ル
山
武
・
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

九
十
九
里
・テ
ン
ダ
ー
ヴ
ィ
ラ
九
十
九
里

※
災
害
時
に
一
時
的
に
生
命
を
守
る
た
め

に
避
難
す
る
施
設
で
、
長
期
間
の
避

難
生
活
を
想
定
し
た
施
設
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

T　
消
防
防
災
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
１
６

暮
ら
し・環
境

項目 実施日 時刻 場所 内容

基調講演 １月13日㈰
午後１時
30分～3
時30分

商工会

【創業・事業継承に役立つセミナー】
講師：商品ジャーナリスト　北村　森　先生
テ�ーマ：ヒット商品・サービスのキーワードはこれだ！「山武発ヒット商
品を作るには」（ヒット商品の売れている理由それは、消費者の心を
つかみ支持を得ること。そこからヒントを学び取ることができます。
最近のヒット商品やサービスの事例、成功のキーワードをわかりや
すく解説します。）

創業塾

１月20日㈰

午後１～
６時

①創業基礎Ⅰ（創業・第二創業、心構えと準備）
②創業基礎Ⅱ（顧客・市場・ニーズ・目標明確化）

１月27日㈰ ③経営基礎Ⅰ（売れている商品・仕事を学ぶ）
④経営基礎Ⅱ（マーケティング・販売促進・インターネットの活用）

２月３日㈰ ⑤会計・税務（会計基礎、決算申告、税の仕組み）
⑥人事・法務（雇用基礎、労働法規、労働保険・社会保険）

２月10日㈰ ⑦創業実務(資金調達・法人設立・許認可等創業手続）
⑧実習（事業計画作成）

� ※内容・時間は変更になる場合がありますので、ご了承ください。
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冬
の
交
通
安
全
運
動

～
そ
の
一
杯　
愛
車
も
走
る
凶
器
に

�

早
変
わ
り
～

12
月
10
日
㈪
～
19
日
㈬
ま
で
の
10
日

間
、
冬
の
交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

年
末
は
、
忘
年
会
等
で
飲
酒
の
機
会

も
増
え
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故

の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

一
人
一
人
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

交
通
事
故
防
止
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

●
運
動
重
点

①
飲
酒
運
転
の
根
絶

②
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

③
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進（
特

に
、「
ち
ば
サ
イ
ク
ル
ー
ル
」の
周
知

徹
底
）

④
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座
席
の

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

T　
市
民
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
２
７
１

み
ん
な
で
築
こ
う　
人
権
の
世
紀

～
考
え
よ
う　
相
手
の
気
持
ち

�

未
来
へ
つ
な
げ
よ
う　
違
い
を
認
め
合
う
心
～

12
月
４
日
㈫
～
10
日
㈪
は「
人
権
週

間
」で
す
。

人
権
と
は
、
人
間
が
人
間
ら
し
く
生

き
る
た
め
に
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ

て
い
る
権
利
で
す
。

◆�

あ
な
た
の
人
権
は
守
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

　
こ
れ
は
人
権
問
題
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
と
感
じ
る
こ
と
、
困
り
ご
と
や
心
配

ご
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル　

�

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）１
１
０

○
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　
　

�

☎
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

○
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番　
　
　

�

☎
０
１
２
０（
０
０
７
）１
１
０

市
で
も
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
人
権

相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

T　
市
民
課

�
☎
０
４
７
５（
８
０
）１
２
７
１

地
域
安
全
ニ
ュ
ー
ス

年
末
年
始
特
別
警
戒
取
締
り
の��

�

ご
案
内

県
警
で
は
、
12
月
10
日
㈪
～
翌
年
１

月
３
日
㈭
ま
で
の
間
、「
年
末
年
始
特
別

警
戒
取
締
り
」を
実
施
し
ま
す
。

期
間
中
、
パ
ト
ロ
ー
ル
や
交
通
取
締

り
な
ど
を
強
化
し
ま
す
が
、
皆
さ
ま
も

犯
罪
の
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
注
意
し

て
、
楽
し
い
年
末
年
始
を
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

◆
空
き
巣
被
害
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

年
末
年
始
は
、
帰
省
や
初
詣
な
ど
で

家
を
空
け
が
ち
で
す
。
空
き
巣
に
入
ら

れ
な
い
よ
う
に
次
の
ポ
イ
ン
ト
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

○�

留
守
に
気
づ
か
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う

長
期
間
、家
を
不
在
に
す
る
と
き
は
、

新
聞
の
配
達
を
止
め
、
郵
便
物
は
不
在

届
を
出
し
ま
し
ょ
う
。

○�

地
域
の
協
力
で
犯
罪
を
な
く
し
ま

し
ょ
う

ご
近
所
同
士
で
、
留
守
に
訪
問
者
が

あ
っ
た
ら
声
を
掛
け
ま
し
ょ
う
。

○
防
犯
用
品
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

補
助
錠
や
窓
ガ
ラ
ス
に
貼
る
防
犯

フ
ィ
ル
ム
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

※
空
き
巣
の
防
犯
対
策
や
、
防
犯
性
能

の
高
い
建
物
部
品
に
つ
い
て
は
県
警

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
の
補
助
金

市
で
は
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
に
対

し
て
補
助
金
の
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

補
助
金
交
付
の
対
象
と
な
る
の
は
、

電
気
式
生
ご
み
処
理
機
、
コ
ン
ポ
ス
ト

容
器
、
バ
ケ
ツ
型
容
器
で
、
補
助
金
の

額
は
、
堆
肥
化
装
置
の
購
入
に
要
し
た

経
費
の
２
分
の
１
と
し
、
１
基
に
つ
き

２
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

ま
た
、
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
は
１

世
帯
あ
た
り
１
基
、コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
、

バ
ケ
ツ
型
容
器
に
つ
い
て
は
１
世
帯
あ

た
り
２
基
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

以
前
に
補
助
金
を
受
け
た
こ
と
が
あ

る
場
合
は
、
補
助
金
を
受
け
て
か
ら
３

年
が
経
過
し
、
新
し
い
生
ご
み
処
理
機

を
新
規
購
入
す
る
場
合
は
補
助
対
象
と

な
り
ま
す
。

購
入
す
る
店
の
指
定
は
あ
り
ま
せ

ん
。
購
入
後
次
の
も
の
を
そ
ろ
え
て
、

市
役
所
環
境
保
全
課（
成
東
本
庁
舎
内
）

へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
の
場
合

①
領
収
書（
商
品
名
が
わ
か
る
も
の
）、

②
処
理
機
に
つ
い
て
い
る
保
証
書
の
写

し
、
③
印
鑑
、
④
補
助
金
は
口
座
振
込

の
た
め
、
振
込
先
の
通
帳

◆�

コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
、
バ
ケ
ツ
型
容
器

の
場
合

①
領
収
書（
商
品
名
が
わ
か
る
も
の
）、

②
商
品
に
つ
い
て
い
る
説
明
書
の
写
し
、

③
印
鑑
、
④
補
助
金
は
口
座
振
込
み
の

た
め
、
振
込
先
の
通
帳

T　
環
境
保
全
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
６
１
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行政からの
お知らせ

information

浄
化
槽
の
設
置
と
維
持
管
理

浄
化
槽
設
置
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前

に
次
の
届
出
等
が
必
要
で
す
。

◆
設
置
工
事
は
県
に
登
録
ま
た
は
届
出

を
行
っ
た
専
門
の
業
者
に
頼
み
ま

し
ょ
う
。

◆
悪
臭
や
水
質
汚
濁
を
防
ぎ
、
快
適
な

周
辺
環
境
を
維
持
す
る
た
め
に
、
次

の
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
法
令
に
基
づ
く
保
守
点
検
を
し
ま

し
ょ
う
。

・
県
に
登
録
し
た
専
門
の
業
者
に
保
守

点
検
を
頼
み
ま
し
ょ
う（
作
業
は
技

術
上
の
基
準
が
あ
り
、
一
般
の
方
に

は
困
難
な
点
も
あ
り
ま
す
）。

　
ま
た
、
保
守
点
検
記
録
票
は
３
年
間

の
保
存
の
義
務
が
あ
り
ま
す
。

◆
法
令
に
基
づ
く
清
掃
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
山
武
郡
市
広
域
行
政
組
合
管
理
者
の

許
可
を
受
け
た
業
者
へ
年
１
回
以
上

清
掃
を
頼
み
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
清
掃
の
記
録
は
３
年
間
の
保

存
の
義
務
が
あ
り
ま
す
。

◆
法
定
検
査
を
受
検
し
ま
し
ょ
う
。

・
浄
化
槽
の
設
置
工
事
や
保
守
点
検
お

よ
び
清
掃
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る

か
、
県
の
指
定
検
査
機
関（（
公
社
）

千
葉
県
浄
化
槽
検
査
セ
ン
タ
ー
）が

検
査
し
ま
す
。
浄
化
槽
の
使
用
開
始

後
３
カ
月
か
ら
起
算
し
て
５
カ
月
の

間
に
第
７
条
に
基
づ
く
検
査
を
受

け
、第
７
条
検
査
受
検
後
、年
１
回
、

第
11
条
に
基
づ
く
検
査
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

S�

・
T

浄
化
槽
設
置
、
使
用
開
始
報
告
、
使
用

廃
止
等
に
関
す
る
こ
と

　
千
葉
県
山
武
地
域
振
興
事
務
所

�

☎
０
４
７
５（
５
５
）３
８
６
２

人
槽
算
定
の
相
談
に
関
す
る
こ
と

　
千
葉
県
山
武
土
木
事
務
所

�

☎
０
４
７
５（
５
４
）１
１
３
３

補
助
金
の
申
請
に
関
す
る
こ
と

　
環
境
保
全
課

�

☎
０
４
７
５（
８
０
）１
１
６
１

設
置
工
事
に
関
す
る
こ
と

　
一
般
社
団
法
人
千
葉
県
浄
化
槽
協
会

�

☎
０
４
３（
２
４
６
）２
３
５
５

保
守
点
検
・
清
掃
に
関
す
る
こ
と

　
一
般
社
団
法
人
千
葉
県
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
４
３（
２
４
５
）４
２
２
２

法
定
検
査
の
申
込
先

　
公
益
社
団
法
人
千
葉
県
浄
化
槽
検
査
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
４
３（
２
４
６
）６
２
８
３

老
後
の
生
活
に
備
え
て
農
業
者

年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

自
分
で
納
め
た
保
険
料
と
そ
の
運
用

益
を
原
資
と
し
て
支
給
さ
れ
る
年
金
で
、

農
業
者
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
の
多
い
内

容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
老
後
の
生
活

に
備
え
加
入
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

加
入
資
格

・
20
歳
以
上
60
歳
未
満

・
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

・
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

保
険
料
額
は
自
由
に
設
定

・
月
額
２
万
円
か
ら
６
万
７
０
０
０
円

ま
で
千
円
単
位
で
自
由
に
設
定
で
き

ま
す
。

少
子
高
齢
化
に
強
い
年
金

・
自
ら
積
み
立
て
た
そ
の
保
険
料
と
そ

の
運
用
益
に
よ
り
将
来
受
け
取
る
年

金
額
が
決
ま
る
積
立
方
式
で
加
入

者
・
受
給
者
の
数
に
左
右
さ
れ
に
く

い
年
金
で
す
。

終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証
付
き

・
原
則
65
歳
か
ら
生
涯
支
給
さ
れ
、
仮

に
80
歳
前
に
死
亡
し
た
場
合
で
も
、

80
歳
ま
で
受
け
取
れ
る
は
ず
で
あ
っ

た
老
齢
年
金
が
死
亡
一
時
金
と
し
て

遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

税
制
面
で
の
優
遇
措
置

・
支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額
が
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
、
所
得

税
・
住
民
税
が
節
税
に
な
り
ま
す
。

担
い
手
を
対
象
に
保
険
料
の
国
庫
補
助

・
認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
者
な
ど
の

要
件
を
満
た
し
た
方
に
は
、
保
険
料

の
国
庫
補
助（
月
額
最
高
１
万
円
）が

あ
り
ま
す
。

T　
農
業
委
員
会
事
務
局
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独
立
行
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法
人
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者
年
金
基
金
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提出書類名 概　要

浄化槽調書
建築確認を伴う浄化槽の設置の場合、
建築確認審査機関への提出書類に含ま
れています。

浄化槽設置届出書、概要
書、7条検査の申し込み
を証する書類（検査手数
料の納付書の写し）、排
水系統図、平面図等

建築確認を伴わない浄化槽の設置の場
合、着工予定日の11日以上前に提出し
ます。
提出先：千葉県山武地域振興事務所


